












The present situation and tasks of the study
of the Japanese POW’s in Siberia.


































































































































































1939名の死亡者名簿 ( 日付、埋葬場所、墓標番号を含む ) を発表した
ことは、クズィミナと同様に遺族や元軍事捕虜の立場にたったものだ
と言える。











































































































































































































































































































虜という意味にあたる военнопленные ＝軍事捕虜としている。日本では 8 月
15 日を「終戦記念日」としているが、国際的には 1945 年 9 月 2 日、東京湾
上の戦艦ミズーリ号上で、降伏文書の署名が行われた日を終戦とする解釈が
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